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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

県の緊急時環境放射線モニタリング検査にて、2012年産ダイズおよびアズキに基準値（100Bq/kg）を超過したものが

検出された。これを受けて、放射性セシウム吸収にダイズ・アズキの品種間差があるかどうかを検証した結果、いずれも

差は見られなかった。

(1) 県農業総合センター内の同一ほ場（土壌の放射性セシウム濃度：1,769Bq/kg）で栽培したダイズ９品種（普通ダイズ３

品種、黒豆３品種、青豆３品種）において、子実の放射性セシウム濃度に有意な差は見られなかった（図１）。

(2) 県農業総合センター内の同一ほ場（土壌の放射性セシウム濃度：1,080Bq/kg）で栽培したアズキ５品種において、子

実の放射性セシウム濃度に有意な差は見られなかった（図２）。

２ 期待される効果

(1) 普及指導上の資料として活用する。

３ 活用上の留意点

(1) 福島県内で主に栽培されているダイズ・アズキ品種についての試験結果である。



Ⅱ 具体的データ等

図１ ダイズ各品種の放射性セシウム（ Cs+ Cs)濃度 図２ アズキ各品種の放射性セシウム（ Cs+ Cs)濃度
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注) 土壌の放射性セシウム濃度 1,769Bq/kg 注）土壌の放射性セシウム濃度 1,080Bq/kg

土壌の交換性カリ含量 17.4mg/100g 土壌の交換性カリ含量 9.9mg/100g
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